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芥子油の殺卵作用に関する研究．

(2) 尿の貯溜と芥子irAの殺卵作用

国井 手子 章

関東京山農業試験場線虫研究室 国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和33年 2月24日受領）

緒言

第1報て述べたごとく，芥子油の殺卵作用は尿尿中の

姻虫卵に対しては著しく低減する。とれは，原尿の腐熟

？とよって ammoniaが発生し，とれにともなって pHが

上昇するため，芥子油の殺卵作用が阻了！？されるものと思

われる。

しかし，尿の ammonia呈あるいは pHの変化と殺卵

作用の関係についての研究はほとんどみられない。

そとて，．尿を貯溜した場合の ammoniaとpHの変化

を測定し，との変化が芥子油の殺卵作用におよぼす影特

について検討した。

尿の貯溜による ammoniaおよびpHの変化

芥子油の殺卵作用が康尿中て著しく低下するととは，

尿の貯溜によって ammoniaおよび pHが上昇するため

と思われる。それでは，尿の ammoniaおよび pHの上

昇は，尿の貯溜とどのような関係にあるかということに

ついて検討を行った。

実験方法 ：250ml広口ピンに 200mlの新鮮尿（36成

男子〉をとり，一方にはコルク怜をほどとし，他方は開

放のまま，直射日光のあたらない室内に保存した。

ammoniaの測定は Kjeldahl氏法によって 1週間毎

に行い， pHは東洋穂紙の pH試験紙により毎日一定時

間に測定した。また pH測定と同時に宅温の測定も毎日

行った。 ， 

Eだ験結果 ：第1表，第1図は，尿のlti'l間口数と am-

moniaおよびpHの変化を，界保にコルク柁をしたもの
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と，開放のものとを比較して示したものである。

コルク栓をほどこしたものでは，貯溜日数が増加する

と尿の ammoniaは上昇して， 0.05%から 7日目には

0.26 %, 14日て0.40%, 21日て0.48%となった。また

pHは，最初 6.4のものが 7日自に 8.8,14日て 9.2以

後は平行てあった。

第 1表尿の貯溜と ammoniaおよびpHの変化
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ととろが開放のものでは，ammoniaの上昇は早く，

7日て0.46%て、コルク栓をしたものの21日目ぐらいにあ

たり，14日では0.20%,21日て0.08%と急激に降下し

た。 pHは 6.4から 7日て 9.0に達し，それ以後漸次降

下して21日自には 8.2となった。

とのことより，尿の ammoniaおよび pHは，貯溜す

る容器に栓があるか，ないかによって，その変化が著し

く具ってくるととがわかった。 ζれは翠素肥料と して尿

尿を使用するためには，それをruす留するときにはかなら
ず肥料溜にふたをしておかなければならないということ

を示している。

芥子油による ammoniaの抑制

前記の実験において，尿の貯溜による ammoniaおよ

び pHの変化をみたのであるが，つぎに，そのような変

化に対して芥子油が如何なる作用をもっているかについ

て検討した。すなわち，新鮮尿に芥子？由を加えて貯溜し

た場合の ammoniaとpHの変化をみた。

実験方法 ：250ml広円ピン 3本に 200mlの新鮮以を

とり，Phenyl芥子油をそれぞれlQ3倍，104倍になるよ

うに滴下し，他の 1つを刻照とした。とれらにコルク径

をほどとして室内に保存した。

測定は前JnJ同様に行った。

実験結果 ：第2表，第 2図に示す通り，対照の尿はIJ日

第 2表芥子油による ammoniaの抑制

対 照 Phenyl芥子油 Phenyl芥子油
貯溜 一 101 103 
日数 ammonia -::: ammonia TT ammonia ~~ 
(0.6) ptl （ガ） ptl (%-) ptl 

。0.03 6.0 0.03 5.8 0.03 5.8 
7 0.15 8.6 0.03 5.8 0.03 5.8 

14 0.36 9.2 0.04 6.0 0.03 5.8 

21 0 52 9.4 0.06 7.4 0.03 5.8 

28 0.48 9.2 0.13 8.8 0.03 6.6 
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第 2図芥子油による ammoniaの抑制

以上，尿の ammoniaおよび pHの変化におよぼす芥

子油の影響を検討したのであるが， 新鮮尿（ammonia

0.03%, pH 6.0）に芥子油を加えて貯溜した場合には，

尿の ammoniaおよび pHの上昇はかなり強く抑制され

るととがわかった。これは芥f油が尿巾 ureaseの作用

を阻止しているため，Fi素の分解が行われないからであ

ろうと考えられる。

そとて，芥子油の殺卵作用はJ示の存在によって著しく
低下するのであるが，今J11Jの：k

らカ、じめ芥子泊を加えておくことUこよつて，芥fl由の殺

卵効果を高めることが出来るものと考え，との点をiQ究

した。

尿の貯溜と葬子油の殺卵作用

芥子油は尿尿中において畑虫卵に対する殺卵効果が著

しく低下する。とれは尿尿，とくに尿の ammoniaおよ

び pHの上昇が，芥子油の殺卵作用を阻止した結果と考

回とfri］様，ammoniaが21「！に0.52°oまで上昇， 28円に えられる。しかし，尿は新鮮な場合には巾性よりいくぶ

は0.48%でわづかに降下した。また， pHは14日てほ三 ん酸性側にあり，夏季の比較的高い気温ても，栓をして

最高の 9.2となり以後平行をつづけた。 おくと，それほど急辿に ammoniaが生成されるわけで

芥子？由を加えたものでは，104倍のものは ammonia はないらしし、。しかも，芥子油には尿の ammoniaおよ

および pHともにその上昇が緩慢で28日後においてやっ び pHの上昇をある程度，おさえる力があるように考え

と ammonia0.13%, pH 8.8に達した。そして103倍。 られる。 以上のような事：だから，芥子油の殺卵作用が以

芥子油を加えたものては，28日後においても ammonia の貯溜によってどのように変化するかについて検，iiし
はまったく上昇するととなく，pHが 6.Gでわづかに上 た。

昇したのみであった。 実験方法 ：lOOml円筒ピンに60mlづつの新鮮尿をと

( 6 ) 
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った。

そとて，新鮮尿をただちに 1Q4倍濃度の芥子油て処理

して貯溜し，ammoniaの発生， pHの上昇を抑制して

おいてから，これに再び 10• 倍濃度の芥子油を加えてそ

の殺卵作用を検討した。

第4表に示す通り，第1回の芥子油処理ては，貯溜日

数が 0のとき殺卵率が 100%であり，3日ては50%, 6 

日以上になるとまったく 作用が認められなかった。

ととろが，第2回処理を行った場合には，貯溜日数が

(1958）〕

り，コルク栓を して実験室内に保存した。そして毎日

pJ:Iを測定し，任意な pHに達したものから， Kjeldahl

氏法によって ammoniaを測定した。 との ammonia測

定を行った尿に芥子油（104倍〉と畑虫卵を加え， 28°0恒

温器内て7日間処理した。 処理後，再び尿の ammonia

および pHを測定して，処理畑虫卵を充牙に水洗したの

ち培養に移した。尿の pHは 6.0, 6.8, 7.4, 8.2, 

8.4, 9.0, 9.2の7段階をとった。

実験結果 ：t;n3表，第3図に示すどとし 尿の pHが

昭和 33年 12月

尿の貯溜と芥子油の殺卵作用第 3表

〔%）態：氏育発後
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12. 守3 。

24日になってもなお 100%の殺卵率を示している。

以上のように，最初の処理て ammoniaの発生，pH

の上昇を抑制し，2回目の処理を行えば，完全な殺卵作

用を期待出来るものと考える。

したがって，芥子油を便溜あるいは肥料溜内に使用す

るさいには，尿尿が新鮮なうちにあらかじめ芥子油を入

6.0, 6.8, 7.4の場合には，芥子油の 104倍濃度のも

のは 100%の殺卵率があった。しかし，尿の pHが 8.2

てはその殺卵率は 30%に低下し，pH9.0以上てはまっ

たく殺卵作用が認められなかった。

すなわち，芥子油の 10＇倍濃度のものは，新鮮尿また

は尿の貯溜期間が短かく ，pHが中性附近にある場合に

は，水中接触の場合とほとんど同様に， 100%の殺卵率

が認められるが，尿の pHがアルカリ側にまで上昇して

くると，その殺卵作用はほとんどなくなることがわか

尿の貯溜と芥子油の殺卵作用第 3図

( 7 ) 
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れておき，一定期間ののち再び芥子油を加えるようにす

札ば，尿尿中の畑虫卵も完全に殺滅することが出来るの

ではないかと忠われる。

考察

尿中 ammonia：新鮮尿の ammonia濃度は0.02～

{). 05°0程度てあり，との尿の pHは 6.0～ 6.4位て酸性

側にあるのが？？通てある。そして尿がrti＇溜されて，次第
に腐熟しはじめると，ureaseの作用によって尿中 am・

maniaが発生し，pHも河）j次上1＋するわけである。
pJ（の ammonia発生においては，温度条件に久うとと

ろが大であり，この ammonia発生のために必要な ur・

明記 の作用は， 50°0前後が適温て，温度の低下ととも

に作用が弱まってくる。 ζの ureaseが作用するための

温度の限界については，後のR験にまたなければならな

いが，20°0あるいは15°0以下てはほとんど作用せず，し

たがって，尿中 ammoniaは発生しないのではないかと

考える。

さらに，尿中 ammoniaの発生に影響をあたえる条件

として空気との接触をあげるととが出来る。

とれは，尿を貯溜する時に平等器に栓をした場合としな

い場合ては，その ammoniaの発生丑に著しい差異があ

り，栓をしない場合は ammoniaが急速に発生し，その

減少も早くなるということがわかった。

また，容器の大きさと，それに入れた尿の主との関係

についても，上記同様の結果が作られ，大きな容器に少

しの尿を入れて貯溜した時には， ammonia発生が早い

ようである。

この点について大場（1923）は，とれが尿の殺卵作用

にも影響するとのべている。

尿中 ammoniaの抑制：芥子油が尿中 ammoniaの発

生を抑制するというととは，尿中 ureaseの作用を不活

性化するためである。芥子油の 10i倍あるいは103倍の濃

度ては， urea田を完全に破壊するわけではなく，ある

期間中その作用を不活性化しているので，芥子油が揮発

して効lブJが衰えてくると ureaseは再び作用をはじめ，

ammoniaの発生をみる。

rr.r溜尿巾の殺卵作用 ：芥子油の殺卵作用は，尿の貯i留
日数が短かい場合，すなわち，尿の pHが酸性または中

性にあるときは，水中接触とほとんど［1百様の殺卵作用を

示している。しかし，尿がアルカリ性になるとくこれは

貯溜後約7日〉芥子油の殺卵作用は低下する。

ζれは緩衝液中における結果とほぼ一致するようであ

る。

そこで，新鮮京！こ芥子油(lO'f白波度〉を加えて貯溜す

ると，尿中 ammoniaが発生しないので，一定期間中は

尿の pHが新鮮尿のときのまま酸性側にとどまってい

〔寄生虫学雑誌、・第 7巻・第 6号・

る。しかし，との芥子油処理尿には殺卵作用がない。

新鮮尿にあらかじめ 10＇倍濃度の芥子油を加えておき

さらに同濃度の芥子油を加えた場合には，殺卵作用は再

現される。

要約

尿を貯溜して ammoniaの量と pHの変化を測定し，

との変化が芥子油の殺卵作用におよぼす影特について実

験を行った。

1) 新鮮尿は貯溜によって ammoniaおよび pHが漸

次上昇し， 3週間後には ammoniaが Q.5%前後， pH

が 9.2ぐらいになる。しかし貯溜条件（温度，容器，量〉

によって ammoniaおよび pHの変化は異なる。

2) 尿の貯溜にさいして芥子油を加えておくと， am-

moniaおよび pHの上昇がかなり抑制される。これは

芥子油によって ureaseが不活性化するためであろう。

3) 尿が貯溜されて，その pHがアルカリ側になると

芥子油の殺卵作用は低減する。しかし，新鮮尿にあらか

むめ芥子油を加え，一定期間後さらに芥子油を加えると

との低減はみられない。

稿を終るにあたり，御指導と御校聞を賜った農業技術
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Summary 

The present investigations were undertaken to 
determine that stored urine might effect upon the 
ovicidal actions of mustard oil. The storage of 
fresh urine made its ammonia and pH increase. 
We can see variations by the stored conditions 
le. g. temperature, vessel, quantity), however, am-
monia of urine became about 0.5,% and pH is up 
to 9.2 after three weeks. 
The increase of ammonia and pH of stored urine 
are considerably checked cy adding of mustard oil 
to urine. 
This may l::e that mustard oil inactivate urease 
of urine. 
The ovicidal actions of mustard oil were decreased 
as urine' pH resing up. 
The ovicidal action can not be decreased by ad-
ding of mustard oil after a period of time to the 
preapplicated urine by mustard oil. 




